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(様式４) 

平成 29年 3月 31日 

 

  平成 28 年度 第３回 大阪市立安立小学校 学校協議会 実施報告書 

    

校園名  大阪市立安立小学校 

 

                           校園長名 校長 佐藤 英明   

日 時  平成 29年 3月 9日（木）  午前 10時～午前 11時 30分（１時間） 

場 所 大阪市立安立小学校 校長室 

出 

席 

者 

委員 

など 

中野紀久雄(会長)  大津 隼男(委員)     永岡 勝守(委員)    谷 勝郎（委員） 

三宅 知子(委員)   東 壮一(委員)   樋口 尚久（接続中学校長）     

校園 
佐藤 英明(学校長)  田中 秀樹 (教頭) 

山本 彰史(教諭）    藤原 義朗（事務主幹） 

区役所 上野 (区政策推進室) 

議題 

(1)「運営に関する計画」最終評価について 

(2) 「全国学力・学習状況調査の結果」「全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結

果」について 

(3)「学校支援活動」について 

(4)その他 

協議 

要旨 

協議の結果 意見の概要 

(１) 

 

 

 

(2) 

 

 

 

(3) 

 

 

 

 

(4) 

「運営に関する計画」について 

学力を高めるために、さらなる

努力が必要である。 

 

「大阪市小学校学力経年調査」

「運動能力、運動習慣等調査」に

ついては、上回っているものがあ

り一定の評価を得た。 

 

「学校支援活動」については、 

地域の協力により、見守り活動や

ゲストティーチャー、読み聞かせ

など今後も継続して取り組んで

いく。 

「学校の現状」については、虐待

事例等情報共有して、学校と地域

で連携していく。 

○なかなか学力が上がってこない実態はあ

るが、学習意欲を高めるために知的好奇心を

揺さぶる指導を行う必要と求められた。 

学力を高めるためには、保護者の意識の改革

も必要であるという意見があった。 

○50m走や立ち幅跳び等が男女ともに高い。

広い運動場を有効に活用し、柔軟性や敏捷性

も高めていけるような指導を高めることを

望まれた。住之江中学校での体力調査でも伸

びがみられることが分かった。継続して取り

組みの成果を見ていく。 

○地域挙げて子どもの教育活動を支えてい

く。課題のある子どもの事案では、地域も協

力し見守っていくことを約束いただいた。 

○登下校時や放課後等子どもの様子の見守

りを行っていく。元気なく登校している子ど

もについて情報を共通理解して指導する。 

協議 

資料 

・「運営に関する計画（最終評価）」・「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」の結果 

・「大阪市小学校学力経年調査」の結果 ‐分析から見えてきた成果・課題と今後の

取り組みについて‐ 

備考 

傍聴者[ ０]名     
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